
 

 

令和 7 年 2月 6日 

 

 

観光関連事業者各位 

 

 

海士町役場 交流促進課 

 課長 柏谷 猛 

 

 

観光人材対象 地域合同研修へのご参加について（ご案内） 

 

 

平素より町の活動につきまして、格別のご尽力をいただき感謝申し上げます。 

さて、交流促進課では、観光事業における中間管理職層またはその候補者を対象に、組

織内外におけるコミュニケーション能力の向上及び地域連携力の強化を目的とした地域合

同研修を開催いたします。今回は他地域の事例も学ぶべく、鳥取県鳥取市八頭町で実施い

たします。 

つきましては、別紙の通り開催いたしますので、各組織にて適任の方がいらっしゃいま

したら、お取り計らいの程お願い申し上げます。参加者につきましては、2 月 16 日（日）

までに、申込フォームまたはお電話にてお申し込みください。 

海士町の観光業魅力化のためにも重要な機会であることから、ご多用のところ大変恐縮

ではありますが、何卒お取り計らいいただきたく、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

  【問合せ先・参加申込先】 

海士町交流促進課 

担 当：小島めぐみ 

ＴＥＬ：08514-2-0017 

E-mail：kojima-megumi@twon.ama.shimane.jp 

申込フォーム 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLS

f3gqpoEXrMAHjZw7rCrk8rCWHQfuG2yPfmH

cVvn_g_kyvGvg/viewform?usp=sharing 
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別紙 観光関連事業者対象 地域合同研修 

 

対象者 観光関連事業に従事する中間管理職層及びその候補者 

※特に地域コミュニティの活性化を目的に、海士町でイベントの企画開催な

どを担当している方 

日 時 令和 7 年 3月 11 日（火）～13 日（木） 2泊 3日 

定 員 10人（予定） 

多様な事業者の方にご参加いただくことで、より充実した研修内容となるた

め、応募多数の場合には各社１名ずつ等に調整のご相談をさせていただく場合

がございます。予めご了承ください。 

条 件 基本的には全行程参加・同一行動が必須条件となります。 

 ※交通・宿泊等は事務局にて手配いたします。 

 ※途中参加・離団される場合は、その前後の旅費は自己負担となります。 

 ※宿泊施設のキャパシティー上、男女別の相部屋利用となります。 

料 金 交通費・宿泊費・研修費は無料 

※飲食費は各自（各社）ご負担をお願いいたします。 

目 的 ・普段と異なる環境に身を置き、他地域の取組や人材から新たな発想や視点を 

 得る 

・自分のありたい姿や、心地の良い他者・地域との関係性を、対話によって引 

 き出し合う 

・学んだことを自地域や自身に反映する 

・組織を横断した地域の連携力を強化する 

担 当 （講師）藤代 圭一 氏 （コーディネート）石原 紗和子 氏 

（申込・問合・精算・当日アテンド対応）小島 めぐみ 

 

 

■八頭町のご紹介 

 人口最小県かつ“社会課題先進県”としても挙げられる鳥取県。八頭町は、県庁所在地で

ある鳥取市に隣接し、柿や梨などのフルーツ生産が盛ん。急速な少子高齢化の影響もあり、

平成 17年に近隣３町が合併。小中学校が統廃合され、地域の想いが詰まった施設がなくな

り、コミュニティの希薄化や、雇用機会、人口減少、若者の流出等の危機に面しましたが、

官民一体で廃校の利活用や新たな地域の拠点づくりに取り組んでいます。 

 

■受入してくださる隼 Lab.のご紹介 

 「はやぶさラボ」は、八頭町の人口 1.6万人のうち 950 人が住む隼地区にある、閉校と

なった小学校の校舎を活用した“コミュニティ拠点施設”。田舎が抱える多くの地域課題の

根本は「コミュニティの希薄化」であり、これからの地域に必要なのは、多様な人々がゆ



 

 

るやかに交わり、時に助け合える「コミュニティ」が醸成される場所や仕組み。はやぶさ

ラボを中心に、地域と企業と行政が、ともに手を組み「テクノロジー」×「コミュニテ

ィ」の力で、地域課題の解決に取り組む、持続可能な未来の田舎をつくるプロジェクトを

学ばせていただきます。 

 

   
 

（参考記事） 

  
 

行 程：以下を予定しています。 

   （今後先方と詳細を調整していくため変更の可能性があります。ご了承下さい。） 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※高速船欠航の場合は、3/11（火）9:50 発しらしま、3/13（木）菱浦 17:27 着予定。 

以上 

日にち 始 終 内容 

3/11（火） 08:14 10:17 移動 菱浦～境港 レインボージェット 

 10:30 13:30 貸切バス・昼食 

 15:00  チェックイン 

 15:30 17:00 フィールドワーク（視察・観光・体験）を予定 

 19:30 21:00 隼地区で地域づくりに取り組む方との対話 

   宿泊 八頭または鳥取市内 

3/12（水） 09:30 12:00 1 日目の振り返り、ワークショップ 

   昼食 各自 

 13:00 14:30 フィールドワーク（視察・観光・体験） 

   休憩（内面を見つめる） 

 16:00  海士町メンバーとの対話 

   宿泊 八頭または鳥取市内 

3/13（木） 09:30 12:00 ワークショップ・対話・昼食 

 12:00  貸切バスにて出発、境港解散 

 16:10 18:10 移動 境港～菱浦 レインボージェット 

未来の田舎をつくる拠点、コミュニティ複合施設「隼 Lab.」とは？ 

その１｜八頭未来の田舎プロジェクト 

https://note.com/mirainoinaka/n/n47db6dbc23ab
https://note.com/mirainoinaka/n/n47db6dbc23ab

